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症例報告

鹿児島県における米子裂頭条虫症のｌ例

野田伸一、鮫島由規則2）礒邊顕生3）山根洋右3〕

（掲載決定：平成６年12月16日）

要約

鹿児島県上甑島在住の53歳男性から1994年５月に，頭節を持ち幅が広く著しく肉厚な条虫が排出

された。頭節はハンマー形で，交互に巻き込まれた深い吸溝縁が見られ，ストロビラ表面の片節間

をまたがって縦走する離檗と溝が著明である。全体染色封入標本で子宮ループは左右にそれぞれ８

～10本が認められ，水平に平行して走行する。矢状断面組織標本では，陰茎裏は葉巻型で腹面に対

しほぼ垂直に位置する，貯精嚢は陰茎嚢背後方に位置し，陰茎嚢壁のやや下方付近で接続し，貯精

嚢の長軸は陰茎嚢の長軸とほぼ一致する。卵殻表面には深い点刻が密に認められる。これらの特徴

から，米子裂頭条虫と同定された。本症例は鹿児島県における米子裂頭条虫症第３例である。

Keywords:Cestode,Djp/zyZZo6ot/z7iumyo"αgoe刀Ｓｃ,humaninfection,marine

diphyllobothriids，ｔａｐｅｗｏｒｍ

症例

患者は○充，５３歳男，食品雑貨の小売業，薩摩郡里村

(上甑島）在住。刺身は好物であるが，釣った魚を食べ

ることはまれで鮮魚店で購入したものけジ・サバ・キ

ビナゴ・イシダイなど）を食べている。従来より右側腹

部不快感があった。1994年５月16日患者は痔出血のため

に鮫島病院を受診し，大腸検査で腸管内容物を排除する

ためのポリエチレングリコール溶液2,000ｍlを服用した

後に排便とともに虫体を排泄した（Ｆｉｇ．１）。２年前，

兄も同様の症状があり近くの医院で駆虫剤を服用し，条

虫が排泄された。

虫体は５％ホルマリンで固定，保存された。ストロビ

ラの成熟部分について，パラフィン包埋後矢状断面と横

断面の連続切片を作成し，トリクローム染色を行って組

織標本を作成した。子宮ループを観察するために片節の

表面をカミソリで削り，酢酸カーミン染色を行って片節

の全体標本を作成した。また，片節と虫卵の表面微細構

造は，常法にて試料を作成し，ＨＩＴＡＣＨＩＳ－８００にて

観察，撮影した。

虫体の形態的特徴

排泄されたのは４つの条虫断片で，頭節を持った長さ

21ｍｍのストロビラと長さ９ｍｍ，520ｍｍそれに740

ｍｍの３片のストロビラであった。ストロビラの状態

から全長1,290ｍｍ，片節総数1,890の１条の虫体が４つ

に切れたものと推測された。固定された虫体は黄白色で

緒ｐ

ＹａｍａｎｅｅｔａＺ．（1981）は米子裂頭条虫Dip/Dy-

ZZo6oth7iumyo"αgoe"Ｓｃを記載し，加茂ら（1977）
が「古賀・岡村型」と呼んだ裂頭条虫も米子裂頭条虫に

含まれると考えられている（加茂ら，1982)。その後，

裂頭条虫症例の再検討が行われ，広節裂頭条虫として報

告されたり未確定であった症例に米子裂頭条虫の症例が

含まれていることが明らかにされた（平井ら，1988；加

茂ら，1988；福本ら，1992)。これら以外に長谷川

(1989）の新たな症例と「古賀・岡村型」裂頭条虫とし

て報告されている症例（加茂ら，1977；長谷川ら，1984；

影井ら，1987）があり，これまでに日本の南西部から１５

例が報告されている。これらの症例のほとんどでは成熟

あるいは老熟片節のみが観察されており，虫体の頭節の

形態が調べられているのはＹａｍａｎｅｅｔａＺ．（1981）の

原記載の１例のみである。

著者らは最近，鹿児島県上甑島の住民から排泄された

頭節を有する虫体の形態について観察を行い，米子裂頭

条虫であることを確認したので報告する。

、鹿児島大学医学部医動物学教室

の鹿児島市鮫島病院

３〕島根医科大学第二環境保健医学教室

本研究の印刷は児玉記念基礎医学研究助成基金の援助

によって行われた。
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あるが，生鮮時にはやや赤味を帯びていた。片節は著し

く幅が広く，肉厚（約２ｍｍ）である（Fig.１）。
頭節は長さ0.6ｍｍ，幅0.7ｍｍ，高さ0.6ｍｍのハン

マー形で，交互に巻き込まれた深い吸溝縁が見られる

（Figs、２，３)。頚部は短く長さ２０ｍｍ，幅1.0～1.5

ｍｍである（Figs、２，３）。ストロビラは急に幅が広

くなり，頭端から50ｍｍの未熟片節の幅は4.5ｍｍで

(Ｆｉｇ．４)，成熟片節が出現するのは，頭端から210ｍｍ

以降である。頭端から300ｍｍ以降の片節の幅は１５～１６

ｍｍで頭端から600ｍｍの片節の縦径対横径比は１：

12.7（Ｆｉｇ．５)，頭端から1,100ｍｍではｌ：5.5である

(Ｆｉｇ．６)。片節表面には縦の鞁檗が著明で，両側部に

それぞれ４～６本の深い縦鞁が片節間をまたがって走り，

後方の片節では横籔も認められる（Figs、５～７，９)。
片節腹面中央の前端部は明瞭な隆起となり，その表面

に多数の生殖口周囲乳頭を有する。隆起の縦径は片節の

長さの約半分で，そのほぼ中央に生殖孔が，そして後縁

に子宮孔が開口する（Figs、７，８，１０)。矢状断面組

織標本では陰茎嚢は葉巻型を呈し，腹面に対しほぼ垂直

に位置する。貯精嚢は楕円形であるが子宮と接する側が

圧迫されている。貯精嚢は陰茎嚢背後方に位置し，陰茎

嚢後壁のやや下方付近で接続し，貯精嚢の長軸は陰茎嚢

の長軸とほぼ一致する（Ｆｉｇ．１０)。計測値は縦径１ｍｍ

の片節で陰茎嚢の長径780～9001(ｚｍ，短径180～l9qum，

貯精嚢の長径320～48qum，短径170～200,(ｚｍ，壁の厚

さは20～601(ｚｍであった。縦径が2.6ｍｍの片節では陰

茎嚢の長径1,020～1,130,ｕｍ，短径220～29ｑ(ｚｍ，貯精

嚢の長径670～76ｑｕｍ，短径320～41ｑ(ｚｍ，壁の厚さは

20～70〃ｍである。

子宮ループは左右にそれぞれ８～10本が認められ，片

節幅の約１／４の正中部を占める。各ループはほぼ一様

の太さで，水平に平行して走行する（Figs」１，１２)。
１片節に含まれる生殖器は1組で，２組の生殖器が並ん

だ片節は全く認められなかった。

虫卵は黄褐色短楕円形で長径平均672±2.5Ium（ｎ＝

50)，短径平均50.1±２０(ｚｍ，卵殻の厚さ2.0～3.ｑｕｍ

である（Ｆｉｇ．１３)。卵殻表面には深い点刻が密に認め

られる（Figs、１４，１５)。

考察

これまでに米子裂頭条虫の頭節の形態が調べられてい

るのはＹａｍａｎｅｅｔａＺ．（1981）の原記載の１例のみで

ある。今回の虫体の頭節はやや長さと幅が小さいが形態

は原記載と一致する。虫体の概形はずんぐりした感じを

与える（Ｆｉｇ．1）。頭節・頚部・未熟片節の長さが短

く，頭端から210ｍｍ以降では成熟片節が出現し，

300ｍｍでは片節は最大幅（15～16ｍｍ）となる。また

成熟片節の幅が著しく広く，成熟片節の縦径対横径比は

１：12.7～１：5.5である。これまでの報告では，生殖

器は頭端から250～850ｍｍに生殖原基の初発部があり，
虫卵が充満した成熟片節の縦径対横径比はｌ：10～1.5

である（ＹａｍａｎｅｅｔａＺ.，1981；長谷川ら，1984；平井
ら，1988；福本ら，1992)。裂頭条虫の体長，体幅，片

節数，生殖原基の初発部位，成熟片節初発部位などは変

異が大きいとされており（加茂，1978)，今回の虫体は

米子裂頭条虫の計測値の偏差内にあるといえる。

長谷川ら（1989）は生きている虫体を直ちに固定した

場合と，弛緩させて固定した場合とでは，概形，表面の

鞁の形状，陰茎嚢・貯精嚢の形や位置関係等が変化する

ことを示している。今回の虫体では陰茎嚢の計測値の長

径が長くそして短径が短くなっているのは，筋肉層が発

達した厚い虫体が強く収縮したためと考えられ，その概

形や陰茎嚢と貯精嚢の位置関係等は福本ら（1992）の標

本２の報告に似ている。陰茎嚢と貯精嚢の計測値は後部

の片節で大きくなる傾向があったが，それらの形状や位
置関係には変化がなかった。

今回の頭節を持ち幅が広く著しく肉厚な条虫は頭節が

ハンマー形で，交互に巻き込まれた深い吸溝縁が見られ，

ストロビラ表面の縦走する雛檗と溝が著明で，子宮ルー

プは左右に８～10本が平行して走行し，陰茎嚢は葉巻型

で腹面に対しほぼ垂直に位置する。貯精嚢は陰茎嚢背後

方に位置し，貯精嚢の長軸は陰茎嚢の長軸とほぼ一致す

る。これらの特徴から本症例の虫体は米子裂頭条虫と同

定された。今後さらに明確な種の同定基準の検討や形態

の変異幅の知見を広げ，感染源の究明（山根ら，1989)，

駆虫方法の検討などのため多くの症例を収集，精査する

必要がある。特に，鹿児島県では米子裂頭条虫の人体寄

生例が北薩地区と与論島から２例知られており（長谷川
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ら，1984；福本ら，1992)，鹿児島県周辺の潜在例に注

目する必要があると思われる。
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Awideandthickstrobilawithscolexwasexpelledfroma53-year-oldmanlivinginKamikoshiki-jima，

KagoshimaPrefecture・Thestrobilawasl29cminlength,composedofL890proglottids,andwasideniifiedwith

Djph)ﾉﾉﾙ６０ﾉﾉiﾉﾌﾞ"ｍｙo"agoc"seonthebasisofmorphologicalcharacteristics:tｂｅｈａｍmer-shapedscolexwithfblded

bothrialmargins，thebroadsegmentswithsomelongitudinalwrinklesandgrooves、theparalleluterineloops、the

seminalvesicleconnectedalmostrightbehindwiththecirrussac,andthethick-shelledeggwithdeeppitsonthesurface．




